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６
月
14
日
か
ら
17
日
ま
で
の
４
日
間
を

会
期
と
し
て
開
催
し
、
報
告
２
件
、
条
例

の一部
改
正
等
７
件
、
工
事
請
負
契
約
の

締
結
２
件
、
補
正
予
算
１
件
、
意
見
案
１

件
、
発
議
２
件
の
合
計
15
件
の
議
案
が
提

案
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
会
期

を
３
日
残
し
て
閉
会
し
た
。
一般
質
問
は
、

山
本
議
員
、
山
下
議
員
、
大
石
議
員
、
小

森
議
員
の
４
名
が
行
っ
た
。

◆
え
ん
べ
つ
リ
ゾ
ー
ト
開
発
株
式
会
社
の

経
営
状
況
に
つ
い
て

◆
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

◆
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補
償

等
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

◆
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

◆
税
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◆
墓
地
及
び
火
葬
場
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

◆
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◆
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て　

２
件

＊
工
事
名　

公
営
住
宅
建
設
工
事

　
　
　
　
　
（
建
築
主
体
工
事
）

・
契
約
金
額　

８
５
４
７
万
円

・
契
約
の
相
手
方　

株
式
会
社　

共
栄

＊
工
事
名　

上
架
施
設
建
設
工
事

・
契
約
金
額　

１
億
５
０
３
５
万
９
千
円

・
契
約
の
相
手
方　

日
本
ホ
イ
ス
ト　

株
式
会
社
（
広
島
県
）

【
一
般
会
計
】

・
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
積
立
金

９
３
４
万
４
千
円
新
規

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
費　

１
７
２
９
万
円
新
規

◆
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
に
関
す
る

意
見
書

　

提
出
者　

小
森
議
員

　

賛
成
者　

柏
谷
議
員
、
山
本
議
員

　

意
見
案
は
採
択
さ
れ
、
国
の
関
係
機
関

に
送
付
し
た
。

第

４

回

定

例

会

報　
告

議会の主な動き
(令和元年５月１日～７月31日）

５月１３日
管内町村議会議長会定期総会に議長出席
５月１５日
留萌地域総合開発期成会定期総会出席のた
め議長留萌市に出張
５月２６日
遠別町消防団春季消防演習に議長外議員多
数出席
５月２７日
第１回議会全員協議会開催
５月３１日
遠別町植樹祭に副議長外議員多数出席
第１回議会運営委員会開催
６月１１日～１２日
北海道町村議会議長会第７０回定期総会及
び研修会に出席のため議長札幌市に出張
６月１４日
第２回議会全員協議会開催
６月２３日
陸上自衛隊留萌駐屯地創立６６周年記念行
事に出席のため議長留萌市に出張
６月２４日～２７日
留萌地域総合開発期成会臨時総会及び札幌
要望・中央要望のため議長留萌市・札幌市・
東京都に出張
６月２５日～２６日
北海道町村議会議員研修会に出席のため議
長外議員８名札幌市に出張
６月２８日
一般道道名寄遠別線建設促進期成会定期総
会に議長及び総務産業常任委員長出席
７月２日
第１回議会報発行特別委員会開催
７月１９日
第３回議会全員協議会開催
７月２２日～２４日
一般道道名寄遠別線建設促進期成会中央要
望のため議長東京都に出張
７月２６日
第２回議会報発行特別委員会開催
７月２８日
第２７回さわやかスポーツ祭りに議長出席
７月３０日
遠別町・天塩町共同斎場火入れ式に議長外
議員多数出席

主
な
審
議
事
項

主
な
補
正
予
算

意
見
案
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第
４
回
定
例
会

町
税
・
保
険
料
の

完
納
に
つ
い
て

　
税
・
保
険
料
の
徴
収
に
つ
き
ま
し
て
は
、

担
当
課
が
毎
年
度
、
完
納
を
目
指
し
、
鋭

意
努
力
を
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
度
、
平
成
30
年
度
現
年
度
の
個

人
町
民
税
、
法
人
町
民
税
、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護

保
険
料
が
５
月
16
日
を
も
っ
て
完
納
と
な

り
ま
し
た
の
で
ご
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

個
人
町
民
税
及
び
国
民
健
康
保
険
税
は
３

年
連
続
、
ま
た
、
平
成
29
年
度
ま
で
、
完

納
に
至
っ
て
い
な
か
っ
た
、
固
定
資
産
税

に
つ
き
ま
し
て
も
、
平
成
30
年
度
分
が
新

た
に
完
納
と
な
り
、
特
に
、
国
民
健
康
保

険
税
の
連
続
完
納
に
つ
い
て
は
、
全
国
的

に
も
珍
し
く
、
北
海
道
か
ら
も
労
い
の
言

葉
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
町
税
・
保

険
料
が
連
続
し
て
完
納
に
至
る
こ
と
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
納
税
意
識
が
向
上
し
た

こ
と
に
加
え
ま
し
て
、
担
当
課
の
た
ゆ
ま

ぬ
努
力
の
結
果
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
滞
納
繰
越
に
つ
き
ま
し
て
も
個
人
町

民
税
、
固
定
資
産
税
、
国
民
健
康
保
険
税

は
昨
年
と
比
べ
る
と
大
幅
に
減
少
し
て
お

り
、
こ
こ
で
も
担
当
課
の
努
力
が
垣
間
見

え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
納
税

者
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
に
、
税
・
保
険

料
の
徴
収
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、
完
納

を
目
指
し
て
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

第
５
回
臨
時
会

下
水
道
工
事
に
よ
る

水
道
漏
水
事
故
に
つ
い
て

　

７
月
２
日
午
後
４
時
半
頃
、
同
じ
く
７

月
18
日
午
後
３
時
半
頃
、
緑
町
地
区
で
施

工
し
て
い
る
下
水
道
雨
水
管
渠
布
設
工
事

に
お
い
て
、
水
道
本
管
を
断
裂
す
る
漏
水

事
故
が
相
次
い
で
発
生
し
ま
し
た
。
事
故

発
生
後
、
双
方
向
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
「
漏

水
事
故
の
お
知
ら
せ
」
を
周
知
す
る
と
共

に
、
直
ち
に
復
旧
作
業
に
取
り
か
か
り
、

一
部
地
域
の
断
水
に
よ
り
、
概
ね
３
時
間

程
度
で
復
旧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
件
で
多
く
の
家
庭
に
濁
り
水
を
供

給
し
た
こ
と
、
ま
た
、
公
衆
浴
場
で
あ

る
「
な
ご
ー
み
」
に
お
い
て
、
臨
時
休
業

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
対
し
、
深
く

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
、
工
事

施
工
の
際
に
は
、
受
託
者
に
対
し
、
水
道

管
な
ど
の
埋
設
物
の
確
認
を
徹
底
し
て
い

た
だ
き
、
発
注
者
と
し
て
も
強
く
指
導
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

町
長
か
ら
の
行
政
報
告
（
抜
粋
）

◆
議
会
報
発
行
特
別
委
員
会
の
設
置
及
び

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

議
会
報
発
行
特
別
委
員
会

委
員
長

小
森　

嘉
孝

副
委
員
長

山
下　
　

悟

委

員

白
井　

金
治

発　
議

　
７
月
19
日
に
開
催
し
、
条
例
の一部

改
正
１
件
、
補
正
予
算
１
件
の
合
計
２

議
案
が
提
案
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決

し
た
。

◆
遠
別
町
・
天
塩
町
共
同
斎
場
設
置
及

び
管
理
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

【
一
般
会
計
】

・
中
学
校
全
道
大
会
出
場
補
助
金

（
野
球
・
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
剣
道
）

　
　
　
　

１
７
２
万
４
千
円
新
規

・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
全
国
大
会
出
場

　

補
助
金　
　
　
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

　
　
　

２
３
５
万
２
千
円
新
規

主
な
審
議
事
項

第
５
回
臨
時
会

主
な
補
正
予
算
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テ
レ
ワ
ー
ク
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

※
テ
レ
ワ
ー
ク
と
は

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
、
時
間
や
場
所
に
と
ら

わ
れ
な
い
柔
軟
な
働
き
方
の
こ
と
。

Ｑ
【
山
下
議
員
】　
働
き
方
改
革
を

進
め
る
に
当
た
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。
テ
レ
ワ
ー
ク
を

実
施
し
て
い
る
企
業
も
年
々
増
加
し

て
お
り
、ま
た
、本
町
で
は
テ
レ
ワ
ー

ク
に
欠
か
せ
な
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

が
町
内
ほ
ぼ
全
域
で
利
用
で
き
る
た

め
、
町
外
企
業
等
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
【
笹
川
町
長
】　
テ
レ
ワ
ー
ク
の

特
徴
は
場
所
、
時
間
に
と
ら
わ
れ

な
い
柔
軟
な
働
き
方
と
認
識
し
て
お

り
、
ま
た
、
一
方
で
労
働
時
間
が
長

期
化
し
易
い
傾
向
な
ど
問
題
点
が
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
人
の
流
れ
を
作

る
た
め
に「
し
ご
と
」が
必
要
で
あ
る
。

平
成
27
年
度
か
ら
新
規
施
策
と
し
て

実
施
し
て
い
る
「
起
業
化
支
援
事
業
」

と
合
わ
せ
て
、
本
町
の
資
源
で
あ
る

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
活
用
し
た
テ
レ

ワ
ー
ク
事
業
の
問
題
点
を
検
証
し
な

が
ら
地
域
活
性
化
に
繋
が
る
方
策
を

考
え
た
い
。　
　

　
Ｑ
【
山
下
議
員
】　
現
段
階
で
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
、
Ｐ
Ｒ
の
構
想
な
ど
あ

れ
ば
伺
い
た
い
。

Ａ
【
笹
川
町
長
】　
今
す
ぐ
と
は
な

ら
な
い
が
、
町
長
に
な
っ
て
か
ら
光

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
を
誘
致
で
き
な
い
か
構
想

を
温
め
て
い
た
。
こ
れ
は
私
一
人
で
で

き
る
こ
と
で
は
な
く
、
議
員
、
町
民

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め

る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。
い
つ
ま
で

も
殻
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
て
は
事
が
進

ま
な
い
た
め
、
一
歩
ず
つ
進
ん
で
い
き

た
い
。

第  

４  

回  

定  

例  

会  「  

一  

般  

質  

問  

」

再
質
問

高
齢
者
世
帯
へ
の
住
宅
入
居
支
援

Ｑ
【
山
本
議
員
】　

①
住
宅
に
困
窮
す
る
高
齢
者
が
入
居

で
き
る
、
遠
別
町
独
自
の
優
遇
措
置

や
高
齢
者
世
帯
の
優
先
入
居
な
ど
の

支
援
に
つ
い
て
。

②
高
齢
者
世
帯
の
安
心
・
安
全
が
担

保
さ
れ
る
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
を
ど
う
進

め
て
い
く
の
か
。

Ａ
【
笹
川
町
長
】　

①
高
齢
者
世
帯
・
母
子
世
帯
な
ど
社

会
的
経
済
情
勢
に
照
ら
し
、
地
域
の

実
情
を
踏
ま
え
選
考
す
る
と
さ
れ
て

お
り
、
選
考
委
員
会
に
お
い
て
も
、

同
様
の
取
扱
い
に
よ
り
、
入
居
者
の

選
考
を
し
て
い
る
。
町
独
自
の
基
準

等
を
設
け
る
こ
と
は
予
定
し
て
い
な

い
。

②
高
齢
者
等
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
で
は
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等

の
見
守
り
に
つ
い
て
は
、「
緩
や
か

な
見
守
り
」
を
行
い
、
異
変
を
発
見

し
た
場
合
に
、
町
へ
連
絡
を
い
た
だ

き
、
町
で
は
関
係
機
関
や
地
域
と
連

携
し
て
対
応
し
て
い
る
。

　

今
後
も
混
在
型
住
宅
の
建
設
を
進

め
て
行
き
、
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ

た
地
域
で
の
暮
ら
し
が
続
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
生
活
支
援
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
く
。

Ｑ
【
山
本
議
員
】　

①
一
定
基
準
収
入
以
下
の
方
の
減
額

措
置
規
定
を
設
け
て
、
軽
減
を
図
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
、
一
歩
踏
み
込

ん
だ
考
え
を
伺
う
。

Ａ
【
笹
川
町
長
】　

①
公
営
住
宅
の
入
居
基
準
の
緩
和
は

難
し
い
。

　

国
土
交
通
省
か
ら
、「
公
営
住
宅

に
係
る
入
居
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」

の
通
知
が
き
て
い
る
。
十
分
検
討
し

て
い
き
た
い
。 再

質
問
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河
川
公
園
の
安
全
性

Ｑ
【
小
森
議
員
】　

道
の
駅
も
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
今
ま
で
以
上
に

河
川
公
園
も
観
光
客
や
町
民
の
憩
い

の
場
所
に
な
る
と
思
う
。

①
遊
歩
道
の
整
備
は
？

②
池
回
り
や
小
川
に
安
全
柵
の
設
置

は
？

③
案
内
看
板
の
更
新
整
備
に
つ
い
て

の
計
画
は
？

Ａ
【
笹
川
町
長
】　
富
士
見
ヶ
丘
公

園
、道
の
駅
「
富
士
見
」
と
一
体
と
な
っ

た
観
光
拠
点
で
24
年
経
過
し
て
い
る
。

①
遊
歩
道
の
整
備
は
適
切
な
維
持
管

理
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

②
安
全
性
と
景
観
を
考
慮
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。

③
老
朽
化
し
、
文
字
が
見
え
な
い
状

況
は
、
来
年
度
に
対
策
を
し
た
い
。

Ｑ
【
小
森
議
員
】　
河
川
公
園
は
、
一

体
的
な
安
全
柵
の
設
置
を
し
、
安
全
な

遊
歩
道
の
整
備
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

Ａ
【
笹
川
町
長
】　
安
全
な
公
園
管

理
は
、
施
設
管
理
者
と
し
て
の
役
目

で
あ
り
、
検
討
を
加
え
な
が
ら
安
全

対
策
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

み
な
く
る
び
ー
ち

Ｑ
【
小
森
議
員
】　

①
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
の
老
朽
化
に
対

す
る
、
改
修
の
計
画
は
あ
る
か
。

②
海
水
浴
ビ
ー
チ
と
し
て
の
機
能
維

持
は
難
し
い
と
考
え
る
が
、
今
後
の

対
応
は
ど
う
な
る
？

Ａ
【
笹
川
町
長
】　

①
今
後
も
、
必
要
な
施
設
の
維
持
補

修
を
行
っ
て
い
く
。

②
北
海
道
と
協
定
を
結
び
、
浚
し
ゅ
ん
せ
つ渫
や

流
木
除
去
な
ど
の
対
応
が
さ
れ
て
い

る
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
水
と

触
れ
合
う
場
所
と
し
て
貴
重
な
施
設

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
海
水
浴

場
と
し
て
、
継
続
し
て
い
く
。

道
の
駅
の
名
称

Ｑ
【
大
石
議
員
】　
現
在
の
道
の
駅

の
名
称
「
富
士
見
」
は
道
の
駅
が
新

し
く
な
る
際
に
名
称
が
変
更
さ
れ
る

こ
と
と
思
う
。
新
し
い
名
称
が
い
つ

頃
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
決
ま
る
の

か
。
既
に
決
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
そ
の
名
称
と
そ
の
周
知
の
方

法
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
伺
う
。

Ａ
【
笹
川
町
長
】　
道
の
駅
「
富
士

見
」
は
平
成
５
年
度
に
道
内
８
番
目

の
道
の
駅
と
し
て
認
定
さ
れ
て
以
来
、

遠
別
の
観
光
拠
点
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
い
る
。

　

新
し
い
道
の
駅
建
設
工
事
に
つ
い

て
は
計
画
ど
お
り
順
調
に
進
ん
で
お

り
、
本
体
工
事
は
８
月
、
外
構
工
事

は
11
月
に
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

ま
た
、
道
の
駅
施
設
オ
ー
プ
ン
は
令

和
２
年
４
月
を
予
定
、
現
在
指
定
管

理
者
内
定
事
業
者
と
、
施
設
運
営
の

準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

道
の
駅
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
道
の

駅
施
設
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
道

の
駅
「
え
ん
べ
つ
富
士
見
」
の
名
称

で
進
め
る
こ
と
と
し
、
本
体
工
事
終

了
後
に
北
海
道
開
発
局
へ
名
称
変
更

の
手
続
き
を
進
め
、
国
道
及
び
道
道

な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る
案
内
看
板

を
変
更
し
て
い
た
だ
く
。

　

住
民
の
皆
様
へ
の
周
知
に
つ
い
て
は

広
報
紙
や
双
方
向
シ
ス
テ
ム
、
町
外

の
方
々
に
は
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
来
年

３
月
開
通
予
定
の
深
川
留
萌
自
動
車

道
開
通
に
合
わ
せ
て
、
Ｐ
Ｒ
や
道
の

駅
連
絡
協
議
会
、
報
道
機
関
等
と
連

携
し
、
広
く
周
知
す
る
。

現在のみなくるびーち

現在の河川公園

再
質
問
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管
内
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

　

６
月
17
日
、
留
萌
管
内
町
村
議
会

議
長
会
臨
時
総
会
で
、
令
和
元
年
度

自
治
功
労
者
と
し
て
「
町
村
議
会
議

員
と
し
て
12
年
以
上
在
職
」
の
木
村

秀
雄
議
員
の
表
彰
が
決
定
、
７
月
19

日
開
催
の
第
５
回
臨
時
会
に
先
立
ち

議
場
で
、
西
畑
広
男
同
議
長
会
会
長

か
ら
、
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

議会を傍聴してみませんか
次の定例会は９月中旬 の開催予定です。

【お問い合わせ】
　議会事務局
　電　話　７－２１４７（直通）
　メール　gikai@town.embetsu.hokkaido.jp

詳しくはテレビ電話でご確認ください。

道
町
村
議
会
議
員
研
修
会

佐々木 信夫氏 有馬 晴海氏

　

６
月
25
日
、
北
海
道
町
村
議
会
議

員
研
修
会
が
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
道
内
各
地

か
ら
議
会
議
員
、
事
務
局
職
員
が
参

加
し
、
遠
別
町
か
ら
も
議
員
９
名
全

員
、事
務
局
職
員
１
名
が
出
席
し
た
。

　

政
治
評
論
家
の
有
馬　

晴
海
氏
は

「
ど
う
な
る
？
今
後
の
日
本
政
治
」

と
題
し
講
演
を
行
い
、
中
央
大
学
名

誉
教
授
の
佐
々
木　

信
夫
氏
は
「
地

方
は
変
わ
れ
る
か
～
議
会
は
ど
う
変

わ
れ
る
か
、
自
治
体
を
ど
う
変
え
る

か
～
」
と
題
し
て
の
講
演
が
あ
り
、

最
近
の
政
治
情
勢
、
地
方
自
治
に
お

け
る
議
会
の
在
り
方
な
ど
貴
重
な
話

が
聞
け
、
今
後
の
議
員
活
動
に
お
い

て
、
大
変
参
考
に
な
る
研
修
会
で

あ
っ
た
。
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訂　正
　議会からのたより第

38 号（広報えんべつ

６月号）の 13 ページ

「議員構成」で、木村　

秀雄議員の当選回数

を「３回」と記載しま

したが、正しくは「４

回」でした。訂正して

お詫びいたします。

議会報発行特別委員会設置
小森　嘉孝　委員長
　３名体制の広報委員会として、新しい話題も盛り込みなが
ら、読みやすく理解しやすい広報となるように取り組んでい
きます。ぜひ、年４回発行の議会報のご愛読をよろしくお願
い申し上げます。
山下　　悟　副委員長
　町民の皆様がご覧いただいてわかりやすい、また、興味が
わくような記事作成を心がけ、議会報を通じて皆様にお知らせ
できるよう励んでまいります。よろしくお願い申し上げます。
白井　金治　委員
　委員として、町議会に町民の皆様方が積極的に参加できる
よう広く情報等を、発信していきたいと思います。よろしく
お願い申し上げます。

あとがき（小森　嘉孝）

　遠別農業高校生徒２名と共栄の「水稲発祥の碑」、

清川の「日本最北の水田看板」と圃場を見て回り、

遠別の地に新たな発見をしたと、目を輝かせている生

徒を見て、「将来農業者に！」と、小さな希望を持った。

　令和元年度の改選において、新たな議員構成とな

り、4年間の任期において各議員がそれぞれの分野

での活躍が期待されています。少子高齢化が進む中

で、町民と共に豊かな町づくりを進めなくてはなり

ません。町政に対して、ご意見をお寄せください。

第４回定例会で、議会報発行特別委員会が設置され、
３名の委員が選任された。
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